
報
　
告

議会の動き▼
平
成
30
年
度
栗
山
町
一
般
会
計
補
正

予
算
（
第
８
号
）

　

歳
入
歳
出
予
算
か
ら
６
８
７
１
万

１
千
円
を
減
額
し
、
総
額
を
89
億

3
6
1
6
万
円
と
す
る
も
の
で
、

主
な
内
容
は
、
杵
臼
本
線
道
路
改

良
工
事
の
減
額
な
ど
に
係
る
補
正

で
す
。

▼
平
成
30
年
度
栗
山
町
国
民
健
康
保
険

特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
４
号
）

　

歳
入
歳
出
予
算
か
ら
４
２
６
５
万
5

千
円
を
減
額
し
、
総
額
を
16
億
１
９

９
２
万
４
千
円
と
す
る
も
の
で
、
主

な
内
容
は
、
療
養
給
付
費
等
の
実
績

見
込
み
な
ど
に
よ
る
補
正
で
す
。

▼
平
成
30
年
度
北
海
道
介
護
福
祉
学
校

特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
５
号
）

　

歳
入
歳
出
予
算
か
ら
３
８
８
万
３
千

円
を
減
額
し
、
総
額
を
１
億
２
０
８

２
万
１
千
円
と
す
る
も
の
で
、
主
な

内
容
は
、
学
生
数
の
減
に
伴
う
補
正

で
す
。

▼
平
成
30
年
度
栗
山
町
介
護
保
険
特
別

会
計
補
正
予
算
（
第
３
号
）

　

歳
入
歳
出
予
算
か
ら
7
4
4
5
万

8
千
円
を
減
額
し
、
総
額
を
13
億

6
0
7
3
万
３
千
円
と
す
る
も
の

で
、
主
な
内
容
は
、
介
護
サ
ー
ビ
ス

費
の
減
額
に
係
る
補
正
で
す
。

▼
平
成
30
年
度
栗
山
町
工
業
団
地
造
成

事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
１

号
）

　

歳
入
歳
出
予
算
か
ら
1
9
9
7
万

8
千
円
を
減
額
し
、
総
額
を
２
３

４
万
２
千
円
と
す
る
も
の
で
、
主
な

内
容
は
、
第
４
工
業
団
地
造
成
事
業

費
の
実
績
に
伴
う
補
正
で
す
。

▼
平
成
30
年
度
栗
山
町
水
道
事
業
会
計

補
正
予
算
（
第
３
号
）

　

資
本
的
収
入
か
ら
5
9
6
万
円

を
減
額
し
、
総
額
を
２
億
6
6
9

万
１
千
円
、
資
本
的
支
出
か
ら

2
1
1
0
万
３
千
円
を
減
額
し
、

総
額
を
４
億
2
8
6
9
万
１
千
円

と
す
る
も
の
で
す
。

▼
平
成
30
年
度
栗
山
町
下
水
道
事
業
会

計
補
正
予
算
（
第
４
号
）

　

下
水
道
事
業
資
本
的
収
入
か
ら
１

億
４
３
７
０
万
円
を
減
額
し
、
そ
の

総
額
を
２
億
４
８
８
４
万
３
千
円
と

し
、
特
定
環
境
保
全
公
共
下
水
道
事

業
資
本
的
収
入
に
３
５
０
万
円
を
追

加
し
、
そ
の
総
額
を
２
３
９
０
万
５

千
円
と
し
、
個
別
排
水
処
理
施
設
事

業
資
本
的
収
入
に
お
き
ま
し
て
、
７

３
０
万
円
を
追
加
し
、
そ
の
総
額
を

２
４
１
７
万
５
千
円
と
す
る
も
の
と

し
、
下
水
道
事
業
資
本
的
支
出
か
ら

１
億
６
４
３
０
万
円
を
減
額
し
、
そ

の
総
額
を
４
億
９
１
８
４
万
３
千
円

と
す
る
も
の
で
す
。

▼
平
成
31
年
度
栗
山
町
一
般
会
計
予

算
、
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
予

算
、
北
海
道
介
護
福
祉
学
校
特
別

会
計
予
算
、
介
護
保
険
特
別
会
計
予

算
、
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
予

算
、
住
宅
団
地
造
成
事
業
特
別
会
計

予
算
、
工
業
団
地
造
成
事
業
特
別
会

計
予
算
、
水
道
事
業
会
計
予
算
、
下

水
道
事
業
会
計
予
算

　

以
上
は
、
平
成
31
年
度
各
会
計
予
算

審
査
特
別
委
員
会
で
審
議
さ
れ
、
本

会
議
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

▼
特
別
職
の
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

特
別
職
の
給
料
な
ど
の
独
自
削
減
期

間
を
３
年
間
延
長
す
る
も
の
で
す
。

▼
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例

　

職
員
の
時
間
外
勤
務
労
働
の
支
給
額

算
出
に
関
す
る
改
正
を
行
う
と
と

も
に
、
職
員
手
当
の
う
ち
、
住
居
手

当
な
ど
の
削
減
お
よ
び
期
末
手
当

に
係
る
役
職
加
算
の
凍
結
を
解
除

す
る
も
の
で
す
。

▼
職
員
の
勤
務
時
間
、
休
暇
等
に
関
す

る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

職
員
の
時
間
外
労
働
の
上
限
規
制
等

の
導
入
に
伴
う
条
例
改
正
で
す
。

▼
災
害
弔
慰
金
の
支
給
等
に
関
す
る
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

災
害
援
護
資
金
の
、
据
置
期
間
経
過

後
の
利
率
を
年
３
％
か
ら
１
・
５
％

と
す
る
条
例
改
正
で
す
。

▼
栗
山
町
高
齢
者
介
護
福
祉
金
支
給
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

議    

案

　

平
成
27
年
度
以
降
、
国
が
低
所
得
者

の
介
護
保
険
料
の
軽
減
強
化
に
取
り

組
ん
で
い
る
状
況
を
踏
ま
え
、
支
給

額
の
見
直
し
等
を
行
う
も
の
で
す
。

▼
栗
山
町
放
課
後
児
童
健
全
育
成
事
業

の
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準

を
定
め
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例

　

放
課
後
児
童
支
援
員
の
資
格
要
件
の

改
正
で
す
。

▼
栗
山
町
水
道
事
業
給
水
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例

　

水
道
事
業
布
設
工
事
監
督
者
等
の
資

格
要
件
の
改
正
で
す
。

▼
財
産
の
取
得
に
つ
い
て

　

都
市
再
生
整
備
計
画
事
業
に
お
け

る
、
栗
山
駅
南
交
流
拠
点
施
設
と
し

て
活
用
す
る
た
め
に
取
得
す
る
も
の

で
す
。

▼
町
道
の
認
定
に
つ
い
て

　

松
風
18
線
の
１
路
線
の
認
定
に
係
る

も
の
で
す
。

▼
平
成
30
年
度
栗
山
町
一
般
会
計
補
正

（
第
９
号
）

　

６
款
１
項
農
業
費
の
「
被
災
農
業
者

向
け
経
営
体
育
成
支
援
事
業
」
及
び

11
款
３
項
公
共
施
設
・
公
用
施
設
災

害
復
旧
費
の
「
泉
記
念
館
災
害
復
旧

事
業
」
の
２
件
に
つ
き
ま
し
て
、
い

ず
れ
も
今
年
度
内
に
事
業
が
完
了

し
な
い
見
込
み
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

翌
年
度
に
繰
り
越
す
も
の
で
す
。

▼
平
成
31
年
度
栗
山
町
一
般
会
計
補
正

（
第
１
号
）

　

歳
入
歳
出
予
算
に
１
９
７
万
２
千
円

を
追
加
し
、
総
額
を
85
億
１
２
9
7

万
２
千
円
と
す
る
も
の
で
、
主
な
内

容
は
、
風
し
ん
の
感
染
拡
大
防
止
対

策
に
係
る
補
正
で
す
。

▼
町
長
及
び
副
町
長
の
給
料
の
特
例
に

関
す
る
条
例

　

昨
年
発
覚
し
た
「
職
員
の
公
用
車
の

車
検
切
れ
公
務
使
用
」、「
介
護
保
険

料
の
賦
課
誤
り
」
な
ど
、
相
次
ぐ
不

祥
事
に
よ
り
、
町
民
の
信
頼
を
大
き

く
損
ね
、
本
町
の
信
用
を
失
墜
さ
せ

た
事
態
の
発
生
に
対
し
、
特
別
職
の

責
任
を
明
確
に
す
る
た
め
、
本
年
４

月
分
に
限
り
給
料
月
額
を
町
長
に

つ
い
て
は
、
現
行
10
％
の
減
給
に

10
％
を
追
加
し
て
20
％
の
減
給
と

し
、
副
町
長
に
つ
い
て
は
、
現
行

５
％
の
減
給
に
５
％
を
追
加
し
て

10
％
の
減
給
と
す
る
も
の
で
す
。

　
▼
平
成
31
年
度
一
般
財
団
法
人
栗
山
町

農
業
振
興
公
社
事
業
計
画
の
報
告

に
つ
い
て

第 19 回統一地方選挙

北海道知事選挙および
北海道議会議員選挙 栗山町議会議員選挙

投票日　4月7日㈰ 投票日　4月21日㈰

◆期日前投票
◇それぞれの選挙の告示日の翌日から投票日の前日まで
◇受付時間は、午前８時 30 分から午後８時まで
◇場所：町選挙管理委員会室（役場庁舎１階）
◆投票所
◇投票所入場券に記載されている指定の投票所で投票してください。

投票時間　午前 7 時から午後 7 時まで
◆北海道知事選挙 / 告示日 3 月 21 日㈭
◆北海道議会議員選挙 / 告示日 3 月 29 日㈮

投票時間　午前 7 時から午後 7 時まで
◆栗山町議会議員選挙 / 告示日 4 月 16 日㈫

19 広報くりやま　2019. 4 182019. 4　広報くりやま   

大切にしてますか、あなたの一票。
みんなで投票。みんなで参加。

【問い合わせ】
　町選挙管理委員会　☎ 72-1362

平成 31 年第３回栗山町議会定例会
で、次の議案が審議されました。
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上
課長

野　政則

大
校長

津外志男
悪
副校長（教務課長事務取扱）

七　尚広

森
教育次長

　　英幸

西
技術長

田　達也

秦
課長（兼務）

野加寿彦

青山　郁子
福祉・子育て担当主幹兼児童センター長
兼子育て支援センター長

高田　宏明
福祉・子育て担当主幹

（社会福祉協議会派遣）

杉
国保担当主幹

本　伸二
笹
健康推進担当主幹

木真由美

青
課長

山　建一

鈴
課長

木　利一
杉
広報・防災・情報担当主幹

本　整昭

片
課長（兼務）

山　伸治

橋
課長（兼務）

場　謙吾
事 務 局

古
事務局長

田　敏幸
稲
主査（兼務）

実妃都美・樋口しほみ議 会

事 務 局
吉
事務局長

川　道也
藤
主査（兼務）

澤　祐之・仁
（農業振興公社派遣）

平　竜太・中川　圭太農 業 委 員 会

鈴
書記長（併任）

木　利一選挙管理委員会

古
書記（併任）

田　敏幸監 査 委 員

清
事務局長

水　一徳

三
主査

田　和江・山
主査

本　　諭・佐
主査

藤　裕介・越前谷孝行・綿
（新採用）

引　大祐

事 務 局 高
主査

間　理香・北
主査

野　泰教・南部　聖人

松
（再任用）

本　俊哉

図 書 館

森
館長（兼務）

　　英幸

事 務 局

鈴
主査

木　敦子・藤
主査

田　秀剛・田中　裕子・谷内　克敏・神谷　寿恵北海道介護福祉学校 教 務 課

高
主査（兼務）

橋利志意・辻　めぐみ

教 育 委 員 会

教

育

長

南
條
　
　
宏

藤
主幹

澤　祐之

町

長

佐
々
木
　
学

副

町

長

三
浦
　
　
匠

出 納 室
永
会計管理者兼室長

坂　孝光

大
主査

平千恵子・山口　拓人

総 務 管 理 Ｇ

平
主査（兼務）

田　法雄・野
主査（兼務）

原　　修・榊
主査

　　貴光・向
主査

中野宏樹・柴田　真嗣

建 設 課

技 術 Ｇ

工
主査（兼務）

藤　憲文・辻
主査

　由紀江・長
主査

澤　　融・吉村　　航

杉
主査（兼務）

本　整昭・小
主査（南空知消防組合より派遣）

林　貴広・久
主査

保　智哉・佐
（新採用）

藤　峻平

総 務 課

広報・防災・情報Ｇ

生
主査（兼務）

駒　孝志・白
主査

山喜代美・名
主査

内　倫子・出
主査

南　　力・武
主査

田　達成

地 域 政 策 Ｇ経 営 企 画 課 澤
主査

田　康文・原田　恭兵・東庄　基樹

宮
地域政策担当主幹

本　孝之

税 務 課 青
主査（兼務）

山　建一・橋
主査

元　幸士・仁木　美樹・山内あづさ

白
主査

土　真弓・月
主査（社会福祉協議会派遣）

輪　淳紹・日野　琴絵・本田　まゆ・前
（新採用）

田　虹太

渡
主査

邉　　暁・向中野麻里子・熊谷　由香

環 境 政 策 Ｇ環 境 政 策 課
水
課長

上　州洋
谷
主査（兼務）

口　良之・平
（新採用）

井　伶弥・山
（再任用）

代　賢治

谷
環境政策担当主幹

口　良之

宮
主査

林　葉月・鈴木しのぶ・岡
（再任用）

山美智子

金
主査

丸　大輔・橋本　悠希・岡本　有生行 政 経 営 Ｇ

（子育て支援センター）

ま
ち
づ
く
り
総
括　

橋
場
　
謙
吾

収 納 Ｇ

高
主査

野瀬大和

（発達サポートセンター） 高
主査

橋　真弓・川
主査

股由紀子・湯浅真理子・大館　徳子

樋
主査

渡　哲也・小
主査

笠原　裕・山森　晶子・荻野　智鶴・大場　千鶴（地域包括支援センター）

花田　勝巳
工
総務管理担当参与

藤　憲文

酒
参与

井　文恵

平成 31 年 4 月 1 日現在

上
社会教育担当主幹

島　宣和

生
総務担当参与

駒　孝志

平
上下水道担当主幹

田　法雄
中
課長

野　和広

稲
参与

実妃都美

（ 給 食 セ ン タ ー ）

町  職員の配置

篠
収納担当主幹

田　孝義

野
技術担当参与

原　　修

高
事務局主幹

橋利志意

若者定住推進課
小
課長

野寺さゆり
小
主査（兼務）

野寺さゆり・金丸　佳代・天野　海斗若者定住推進Ｇ

中
主査（兼務）

野　真里・伊
主査

藤　照美・山
主査

本　幸子・坂
主査

口　潤子・木
主査

地　由枝

杉
主査（兼務）

本　伸二・山中　　融・室
（再任用）

永　栄子

住 民 Ｇ住 民 保 健 課

十
主査

河　真弓・荒
主査

井　理恵・河
（兼務）

合　優香・後藤　恵理・上西　洵子

国 保 Ｇ

榊
主査（兼務）

　　貴光・太
主査

田　淳司・高野瀬真弓・松川　公人

高齢者・介護Ｇ

福
祉
総
括　

秦
野
加
寿
彦

地域医療推進室

鈴
主査

木美代子・後藤　美雪

上 下 水 道 課

建
設
総
括　

片
山
　
伸
治

桑島　克典

総務管理・都市整備担当主幹

福 祉 課

総 務 Ｇ

課 税 Ｇ

谷
主査

内　尚樹・大
（再任用）

西　宏幸

福祉・子育てＧ

上 下 水 道 Ｇ

学 校 教 育 Ｇ

社 会 教 育 Ｇ

継 立 出 張 所

健 康 推 進 Ｇ

生 活 安 全 Ｇ

総 務 課

酒
課長

井　直樹

冨
係長

澤　隆志

警 防 課 警 防 係 池
係長

田　友建

五十嵐宏史

消 防 長

岡
（栗山町から派遣）

田　三郎

予 防 係 難
係長（兼務）

波　昌志

総 務 係

財 政 係

職 員 係

斉
課長

藤　敏文

酒
係長（兼務）

井　直樹

中
係長

山　和志

中
住民担当参与

野　真里

北
主査（兼務）

野　泰教学校経営改善室

平
室長

野　敬太

難
主幹

波　昌志

総 務 係

消 防 団 係

高
係長

松　　徹

長
係長

嶋　　崇

警 防 係

板
課長

東　晴彦

永
主幹（第２消防隊長）

坂　孝弘

古
係長

野　修司

予 防 係

中
係長

谷　鉄也

脇
係長

島　　忠

鈴
主査

木　　大 松村　和人

上原　健司

吉田　直人

林
（新採用）

　　大登

藤井　英樹・増井　聖也

小田　誠也・田村　優人道
課長

下　勝美 皆
係長

川　　隆

署 長
三田　文彦

大
主査

谷　　優

通 信 係

宮
主査

坂　貴史

永
主査

杉　竜児

救急救助係生 活 安 全 課
梅
係長

津　茂治 榎
主査

本　　功

倉
主査

島　　誠

田
主査

村　亮太

消 防 課

生活指導係

小野寺　啓

桐
主幹（第１消防隊長）

越　浩志

【退　職　者】　松本　俊哉・石川さと美・進藤美智子
　　　　　　　坂井　　諭・加藤　徹也・北　　祐輔

鷲
主査

尾　祐補

木
行政経営担当主幹

地　周一

木
主査

戸　知美・西
主査

村　敬美ブランド推進課 企業 ・ 労働Ｇ

小
課長

南　治朗

まちなか賑わい推進室

田
室長

﨑　　剛
石
主査

森　和幸
三
主査

木　貴光・笹
（新採用）

森　宥希

平
学校教育担当主幹（兼務）

野　敬太

武岡　真吾・山宮　匠土・田畑　和也

橋
所長（兼務）

場　謙吾

高齢者・介護担当主幹
兼地域包括支援センター長

秦
室長（兼務）

野加寿彦

山本　盛也

消
防
本
部

消
防
署

伊藤　　昴

観 光 推 進 Ｇ

産 業 振 興 課
高
課長（兼務）

間　嘉之
名
主査（兼務）

内　　隆・松田とも子・丸
主査

山　友也・石川　　純・中島　成美農林業振興Ｇ

産
業
総
括　

髙
間
　
嘉
之

名
農林業振興担当参与

内　　隆
農林業振興担当参与（農業振興公社派遣）

主査（農業振興公社派遣）

本田　　徹

榎本　卓哉

田中　伶奈・板
（新採用）

垣　有紗

河合　優香

～

　南空知消防組合    職員の配置　（平成 31 年 4 月 1 日現在）

～

【退　職　者】　岡山　　隆
　　　　　　　藤森　信也



介護保険料の賦課誤りについて

【問い合わせ】
　町福祉課 高齢者・介護グループ　☎ 73-7507

　平成 30 年度介護保険料について、一部保険料に誤りがあり、保険料を多く納めていただいている
ことが判明しました。
　町民皆様の信頼を損なうこととなり、深く反省しお詫び申し上げます。
　今後は、このようなことがないよう再発防止策を徹底し、適正な事務処理に努めてまいります。

≪対象となる方≫
　　平成 30 年度の介護保険料が第 1 段階に該当する皆様が対象となります。

１．概要
　栗山町の介護保険料は所得に応じて 9 段階の料金設定としており、各段階の保険料は第 5 段階
を基準額（61,900 円）として、その基準額に、段階に応じた割合を乗じて算出しています。
　今回の保険料の賦課誤りは、第１段階の方の保険料について、基準額に乗じる割合０.5 を、軽減
対策の特例により 0.45 へ変更すべきところ、特例適用前の０.5 で保険料を賦課していたことによ
るものです。

○第１段階の保険料の誤り
　 【誤】介護保険料年額　30,900 円 ( 基準額の 0.5)
　 【正】介護保険料年額　27,800 円 ( 基準額の 0.45) 　差額　3,100 円

２．対象人数及び金額
　　実対象人数　951 人、還付額合計　2,845,900 円

３．今後の対応について
　平成 31 年 4 月上旬に対象者へお詫び状と還付金の振込先を記載する書類、返信用封筒を郵送し
ます。封書が届いた方は、お手数ですが、還付金の振込先を記入のうえ、返信用封筒で返送願います。
　平成 31 年 5 月末日までに対象者全員に対し、多く納めていただいた保険料をお返しする予定
です。

４．再発防止について
　このたびの賦課誤りは、二度とあってはならないことであります。今後、事務処理体制および関
係各課の相互チェック体制の強化に努め、再発防止策を徹底し、全職員一丸となって町民皆さんの
信頼回復に向け取り組んでまいります。

　※この手続きに便乗した還付金詐欺等にご注意願います。電話による還付金のご案内、ＡＴＭでの
　　操作をお願いすることはございません。
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▶栗山町国民健康保険運営協議会

【申込期限】　4 月 19 日㈮  必着
【応募資格】

　町内に在住、在勤または在学されている満 18 歳以上の方
※３機関以上の町の審議会・委員会などの委員の方は応募できません。

【応募方法】
　専用の申込書に必要事項を記入し、下記申込先まで提出
※申込書は下記申込先でお渡しするほか、町ホームページからもダウンロードでき

ます。
※申込書の提出は、郵送、FAX、E メールいずれかでお願いします。
※申込書は返却しません。

【決定方法】　申込書による書類選考および面談
【申込先・問い合わせ】

　町住民保健課国保グループ
　☎ 73-7508　FAX73-2266　
　Ｅメール kokuho-g@town.kuriyama.hokkaido.jp

募
集

町民参加の機会を広げるため、各種審議会・委員会などを公募しています

中

　国民健康保険税、保険給付の種類および内容の変更、国保都道府県化などについて協
議するため、次のとおり委員を募集します。

【公募人数】　3 人（総委員数 9 人以内）
【任　　期】　6 月 1 日から平成 34 年 5 月 31 日まで（3 年間）
【会議など】　平日の夜間（60 分程度）年 2 回予定。会議１回出席につき 4,000 円の  

　　　　　　謝礼

■行政相談委員　大畠　政勝さん
湯地☎ 72-5110

行政相談を行います

行政相談委員とは・・・
総務大臣から委嘱を受けた民間有識者で、住民
の相談相手として、国の仕事に関する苦情や要
望を受け付け、その解決を図る行政相談業務を
行います。

困ったら

一人で悩まないで

【問い合わせ】
  　町総務課広報・防災・情報グループ　☎ 73-7501

■行政と皆さんをつなぐパイプ役
　行政相談委員は、皆さんから年金、税金、登記、
道路、河川、窓口サービスなど、国や地方業務の苦情・
要望・意見をお聞きして、改善を図ります。

■相談は無料で、秘密を守
ります
　相談窓口はもちろん、電
話や手紙などでも相談を受
け付けます。お気軽に行政
相 談 委 員 に お 申 し 出 く だ
さい。

平成 31 年度
行政相談日程

月日 時間 場所

4 月   2 日 ㈫

10：00
～

12：00

農村環境
改善センター

1 階
研修室Ａ

6 月   4 日 ㈫

8 月   6 日 ㈫

10 月   1 日 ㈫

12 月   3 日 ㈫

2 月   4 日 ㈫

【大畠相談委員】



町
内
の
農
家
に
嫁
い
だ
女
性

の
学
習
グ
ル
ー
プ
「
く
り

や
ま
農
業
女
性
塾
」
の
講
座
が
３

月
15
日
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。「
く

り
や
ま
新
ス
ポ
ッ
ト
巡
り
」
と
題

し
、
町
内
施
設
の
見
学
お
よ
び
体

験
ツ
ア
ー
を
実
施
。
は
じ
め
に
、

地
域
お
こ
し
協
力
隊
が
開
設
し
た

カ
フ
ェ
「
く
り
と
く
ら
」
を
見
学
。

続
い
て
訪
れ
た
、
町
が
運
営
す
る

町
内
の
新
ス
ポ
ッ
ト
巡
る

く
り
や
ま
農
業
女
性
塾
第
７
回
講
座

栗
山
陶
芸
同
好
会
に
よ
る

「
春
の
作
陶
展
」
が
、
３

月
21
日
か
ら
24
日
ま
で
、
カ
ル

チ
ャ
ー
プ
ラ
ザ
「
E
k
i
」
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
同
会
員
が

制
作
発
表
の
場
と
し
て
毎
年
開

催
し
て
い
る
も
の
で
、
コ
ー

ヒ
ー
カ
ッ
プ
や
皿
、
花
瓶
の
ほ

か
、
中
に
明
か
り
を
入
れ
て
楽

し
む
ラ
ン
プ
シ
ェ
ー
ド
な
ど
約

個
性
豊
か
な
作
品
が
並
ぶ

陶
芸
同
好
会

90
点
が
並
べ
ら
れ
ま
し
た
。
ま

た
、
形
や
大
き
さ
が
さ
ま
ざ
ま

な
「
ふ
く
ろ
う
コ
ー
ナ
ー
」
も

設
け
ら
れ
、
来
場
者
は
一
足
早

い
春
の
雰
囲
気
を
楽
し
ん
で
い

ま
し
た
。古
瀬
一
芳
会
長
は「
会

員
の
個
性
豊
か
な
作
品
が
と
て

も
魅
力
的
で
す
」
と
話
し
て
い

ま
し
た
。

今
年
で
15
周
年
を
迎
え
た

栗
山
少
年
少
女
合
唱
団

「
春
の
ロ
ビ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
」

が
３
月
24
日
、
カ
ル
チ
ャ
ー
プ

ラ
ザ
「
E
k
i
」
で
開
か
れ
、

聴
衆
を
魅
了
し
ま
し
た
。
同
合

唱
団
は
栗
山
、
長
沼
の
小
中
高

生
が
所
属
。
ゲ
ス
ト
に
昨
年
に

続
き
２
回
目
の
出
演
と
な
る
渡

邉
珠
里
さ
ん
を
招
き
、
３
部
構

成
で
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
同
団

春
の
訪
れ
歌
に
乗
せ
て

栗
山
少
年
少
女
合
唱
団

10
人
は
春
の
訪
れ
を
感
じ
さ
せ

る
「
旅
立
ち
の
日
に
」
や
「
手

紙
～
拝
啓
十
五
の
君
へ
～
」
な

ど
の
楽
曲
８
曲
を
、
渡
邉
さ
ん

は
「
歌
劇
『
ド
ン 

パ
ス
ク
ワ
ー

レ
』
よ
り
」
な
ど
計
３
曲
を
披

露
。
透
明
感
と
迫
力
の
あ
る
歌

声
は
ロ
ビ
ー
全
体
に
響
き
渡

り
、
集
ま
っ
た
観
客
約
40
人
か

ら
は
大
き
な
拍
手
が
送
ら
れ
ま

し
た
。  

講
師
の
鈴
木
環
妃
さ
ん
の
ア
ド
バ
イ

ス
を
受
け
る
女
性
塾
の
参
加
者

陶
芸
同
好
会
の
会
員
が
趣
向
を
凝
ら

し
て
作
り
上
げ
た
作
品
を
鑑
賞

ハ
ン
ド
メ
イ
ド
雑
貨
店
「
く
り
や

ま
ク
リ
エ
イ
タ
ー
ズ
マ
ー
ケ
ッ

ト
」
で
は
、
ハ
ー
バ
リ
ウ
ム
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
鈴
木
環た

ま

妃き

さ

ん
を
講
師
に
、
ハ
ー
バ
リ
ウ
ム
と

ジ
ェ
ル
フ
ラ
ワ
ー
ラ
イ
ト
の
制
作

を
体
験
。
参
加
し
た
後
藤
さ
や
か

さ
ん
は
「
良
い
物
が
で
き
て
楽
し

か
っ
た
で
す
」
と
話
し
て
い
ま
し

た
。

町
が
策
定
し
た
「
く
り
や

ま
若
者
シ
テ
ィ
プ
ロ

モ
ー
シ
ョ
ン
事
業
ア
ク
シ
ョ
ン

プ
ラ
ン
」
の
一
環
と
し
て
、
ま

ち
の
魅
力
を
広
く
発
信
し
、
く

り
や
ま
フ
ァ
ン
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
づ
く
り
を
行
う
担
い
手
を
育

成
し
よ
う
と
３
月
２
日
、「
く

り
や
ま
サ
ポ
ー
タ
ー
育
成
事
業

発
表
会
お
よ
び
任
命
式
」
が

８
人
の
２
期
生
が
誕
生

く
り
や
ま
サ
ポ
ー
タ
ー
任
命
式

まちの話題では、町内の行事や出来事を紹介しています。
広報に掲載できなかった話題は町ホームページに掲載しています。

【URL】http://www.town.kuriyama.hokkaido.jp/栗山町 検索栗山町 検索 栗山町 検索栗山町 検索

高
齢
者
世
帯
な
ど
を
対
象

と
し
た
「
包
丁
研
ぎ
」

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
が
３
月

６
日
、
役
場
営
繕
室
で
行
わ
れ

ま
し
た
。
町
民
生
委
員
児
童
委

員
協
議
会
と
町
技
能
協
会
に
よ

り
毎
年
行
っ
て
い
る
奉
仕
活
動

で
今
回
が
28
回
目
。
民
生
委
員

が
担
当
地
区
を
回
っ
て
集
め
た

包
丁
１
４
３
本
を
、
技
能
協
会

栗
山
工
業
団
地
企
業
協
議

会
が
３
月
12
日
、バ
レ
ー

ボ
ー
ル
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
へ
中

学
生
用
の
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
計
６

個
を
贈
り
ま
し
た
。
同
協
議
会

は
工
業
団
地
内
に
あ
る
事
業
所

24
社
で
構
成
さ
れ
、
地
域
産
業

の
振
興
を
主
な
目
的
と
し
て
昭

和
56
年
に
設
立
。
青
少
年
育
成

の
た
め
に
、
こ
れ
ま
で
町
内
の

役
場
会
議
室
で
行
わ
れ
ま
し

た
。
10
～
30
代
の
２
期
生
計
８

人
が
応
募
。
こ
れ
ま
で
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
な
ど
を
行
っ
て
き
ま

し
た
。
任
命
式
で
は
出
席
し
た

６
人
が
佐
々
木
学
町
長
か
ら
委

嘱
状
と
バ
ッ
ジ
を
受
け
取
り
ま

し
た
。
８
人
は
今
後
、
提
案
し

た
プ
ラ
ン
を
も
と
に
情
報
発
信

な
ど
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

職
人
技
で
切
れ
味
再
生

包
丁
研
ぎ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
会
員
９
人
が
、
と
石
や
電
動

研
磨
機
を
使
っ
て
約
２
時
間
半

に
わ
た
り
慣
れ
た
手
つ
き
で
研

ぎ
あ
げ
ま
し
た
。
作
業
を
終
え

た
町
技
能
協
会
の
山
﨑
信
治
会

長
は
「
切
れ
味
が
戻
っ
た
包
丁

を
ケ
ガ
な
く
安
心
し
て
使
っ
て

も
ら
い
た
い
で
す
」
と
話
し
て

い
ま
し
た
。

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
を
寄
贈

栗
山
工
業
団
地
企
業
協
議
会

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
へ
多
く
の
支

援
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
今
回

は
中
学
生
に
向
け
て
寄
贈
。
贈

呈
式
で
は
同
協
議
会
の
松
原
正

和
会
長
か
ら
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
が

手
渡
さ
れ
、
同
団
キ
ャ
プ
テ
ン

の
木
戸
那な

優ゆ

さ
ん
は
「
感
謝
の

気
持
ち
を
忘
れ
ず
に
少
年
団
活

動
を
頑
張
り
た
い
で
す
」
と
お

礼
の
言
葉
を
述
べ
ま
し
た
。

慣
れ
た
手
つ
き
で
包
丁
を
研
ぐ
技
能

協
会
の
会
員

同
協
議
会
の
松
原
会
長
か
ら
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
を
受
け
取
る
木
戸
さ
ん

①

②

①出席者による記念
撮影
②佐々木町長から委
嘱状が手渡される

①

②

①ゲストの渡邉さん
と少年少女合唱団に
よる「花は咲く」を
披露
②ピアニストの永岡
真佐子さんの指揮の
もと「群青」を合唱
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